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「みかぐらうた」の力

今年から教会の月次祭では自ら進んで、
「おつとめ」の地

ぢ か た

方を勤めている。教会長
として信者の皆様にどうすれば喜んで頂
けるのかを改めて思案する中で、それは
自らが「みかぐらうた」を味わいながら
陽気に明るく、真剣に歌うことだと考え
たからである。その結果、教祖の心に溶
け込み、たすかりの時間を共有できると
信じ、願っている。「みかぐらうた」は本来、

「おつとめ」を勤める中から、歌う者も聞
く者も、教理を身につけることができる
唱
とな

え歌である。2 代真柱様は、本教の三原
典について、「おふでさきによって原理的
規範が示され、これに先立って、みかぐ
らうたによって生命的教導がなされ、お
さしづによって現実的指示が与えられた」
と言われた。私は特に、この「生命的教導」
の言葉に心惹かれている。

ところで、「みかぐらうた」によって人
生を救われた人にハンセン病療養所・東北
新生園「天理教陽気会」の根津義治さんが
いる。私にとっては忘れられない人である。
根津さんは若い頃から自然科学への造詣が
深く、将来は研究者を夢見たが 18 歳で発
病、人生に絶望し生きる希望を見失う。「自
分にできることは何か。自分に残された仕
事はあるのか。自分は何のために生まれて
きたのか」と自問自答に明け暮れるが、あ
る日、療養所の仲間から「みかぐらうた」
の記された紙を受け取られた。そこには、

よろづよのせかい一れつみはらせど　
むねのわかりたものはない
そのはずやといてきかしたことハない
しらぬがむりでハないわいな
このたびはかみがおもてへあらハれて
なにかいさいをときゝかす……

とあった。瞬時に思われたそうである。「こ
んな凄いことを言ったのは一体誰だ。私
が今、求めていた答えは、これだ！」と。
それから天理の信仰に生きると決意をさ

れたと言う。以来、60 年余り、常にハッ
ピを身に着け、同じ病気で苦しむ人たち
のおたすけに生涯を捧げて生き抜かれた。
これこそ正に「みかぐらうた」の力だと
私は思う。「生命的教導」の核心は、こう
したことであるのかと学んだ。

おやさと研究所の佐藤浩司前主任は、
「『みかぐらうた』によって、当面する悩み
苦しみから解放され、士気を鼓舞され、生
き方の指針を得た人の話は、枚挙に遑

いとま

がな
い。この教えに導かれ、教えを求める者
誰しもが多かれ少なかれ経験しているこ
とである。親神の人間への呼びかけであ
る『みかぐらうた』には、その中に応答
すべき人間の覚悟をも詠まれ、その結果
得られる境地や状況を示されている」（『み
かぐらうたの世界を味わう』）と言われる。
誠にその通りである。

最後に 2 代真柱様が「第 7 回青年求道
者講習会」（昭和 34 年）でお話になり受
講生と質疑応答しておられるので、これ
も併せて紹介しておきたい。「心勇めなく
なった時、それを乗り切り、常に変わる
ことなく通らせて頂くには、どうするこ
とによって御守護頂きお連れ通り頂ける
でしょうか」という質問である。それに
対し、「腹の底から大きな声で、思う存分
心がはればれするまでみかぐらうたをお
歌い下さい。きっと御守護頂けます。そ
れが理によってというよりも、自分の心
を勇めて、そして自分の心から暗さをと
るのに、大きな声で、山の中へでも行って、
人が笑おうが何でもいいですから、みか
ぐらうたを歌って御覧なさい。それでま
だ心の晴れん経験をお積みの時には、も
う一遍御相談にのりますから、これをお
やり頂きたい。」とお話になっている。
「生命的教導」と言われる「みかぐらう

た」の力を頂いて、また私たちも信仰の
歩みを続けたいと念願している。

『天理教事典 第三版』案内／平成 30 年度

公開教学講座／「出前教学講座」申し込み

受付／『グローカル天理』年間購読のご案

内


